
ぐんま５つのゼロ宣言・グリーンイノベーションについて…県庁グリーンイノベーション推進課　　027-226-2817
ごみの排出・リサイクルについて…県庁廃棄物・リサイクル課　　027-226-2853

☎
☎

問い合わせ先

　４月から「プラスチックに係る資源循環の促進等に関す
る法律」が施行され、スーパーや飲食店などでは、これま
で無償で提供していた使い捨てプラスチック製品(フォーク、
スプーンなど)を使うかどうか確認したり、再生プラスチッ
クの使用に変更したりするなどの取り組みが広がっています。
　買い物をするときには、プラスチック製のフォーク、スプー
ンを受け取る必要があるのかどうかなど、一人一人が考え
て行動しましょう。

　「食品ロス」とは、まだ食べられるにもかかわらず、捨て
られてしまう食品のことを言います。群馬県では、年間約
12万㌧の食品ロスが発生しています(元年度)。これは県民
１人当たりに換算すると、毎日お茶わん１杯分(約164㌘)
の食べ物を捨てていることになります。
　食品ロスを減らすために、日常生活で取り組めることを
実践しましょう。

プラスチックごみの再生利用促進に向けて、
必ず分別を徹底しましょう

作った料理は、早めにおいしく
食べきりましょう

ペットボトルなどのプラスチック製使い捨て容器の代わ
りに、マイボトルを使いましょう

家族の予定や体調を考え、
作り過ぎないようにしましょう

エコバッグやマイバッグを使いましょう
家にある食品を把握し、必要な分だけ買い
ましょう

日々の暮らしでプラスチックを減らすために
身近でできる食品ロスを減らす３つのコツ

瓶 缶 ペット
ボトル

分別を徹底しましょう 食べ残さない

マイボトルなどを使いましょう 作り過ぎない

マイバッグを使いましょう
買い過ぎない

　群馬県は、家庭や事業者が２年度に排出したごみの量が、県民１人１
日当たり990㌘と、全国でワースト６位（右図参照）です。「ぐんま５つ
のゼロ宣言」の宣言４、宣言５は、ごみの排出量
削減にもつながります。ごみの排出量を減らすた
めに、身近でできることはどんなことでしょうか？

身近でできる取り組みは？
順位 都道府県名 グラム 順位 都道府県名 グラム
1 京都府 785 39 宮城県 977
2 長野県 807 40 山口県 982
3 滋賀県 822 41 秋田県 987
4 神奈川県 837 42 群馬県 990
5 東京都 839 43 青森県 993
17 愛知県 895 44 鳥取県 995

全国平均 901 45 新潟県 1,016
46 福島県 1,033

18 山形県 901 47 富山県 1,039
※１人１日当たり排出量＝ごみ総排出量÷総人口÷365日

都道府県別１人１日当たり排出量の状況(令和２年度実績)

再生可能エネルギーの導入促進や
電動車の普及促進について紹介！

年間約60万㌔㍗時の電力を供給しています。一般家庭約160軒分の
年間消費電力に当たります。

　県では、長い日照時間や水・森林などの豊富な資源を最大限に活用した再
生可能エネルギーの導入促進や、電動車の普及促進に取り組んでいます。

 募集しています！

太陽光発電設備などの共同購入

電気自動車（EV） 小水力発電（天狗岩発電所）
ガソリン車をEVに置き換えた場合、CO2排出量を
３分の１程度に削減できます。また、今後は蓄電
池としての活用も期待されます。

農業用水を利用して、年間約 180万㌔㍗
時の電力を供給しています。一般家庭約
500軒分の年間消費電力に当たります。

　県では、太陽光発電設備（10㌔㍗
未満）や蓄電池などの購入希望者を
募り、一括発注することで、設備導
入時の初期費用低減を図る「共同購
入事業」の参加者を募集しています。

対象　県内の住宅所有者および県内に事業所を有する法人など
期限　８月31日（水）まで
問い合わせ先　群馬みんなのおうちに太陽光事務局（　0
120–698–300）

☎

太陽光発電（群馬コンベンションセンター太陽光発電所）
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※１　カーボンニュートラル…温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること
※２　CO2…二酸化炭素
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